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はじめに－研究の背景－	

栃木県甲塚古墳では女性が機織りをする様子

を表した埴輪が出土しています。埴輪が作られた

のは６世紀後半、織物を税として貢納する律令税

制が成立する前段階にあたります。私は今、この

埴輪の歴史的な位置づけ、古代の女性労働として

の機織りをどう捉えるか、考察を進めています。	

奈良時代に律令制に基づく国家ができると、日

常的な衣料生産、調庸物として国家に納める平織

りの絹、麻布の生産、さらに綾や錦などの高級絹

織物の生産という、重層的な体制の中で男女の分

業化が進んだとみられます。	

１	 研究の課題と視点	

（１）日常衣料と調庸物生産	

	 古代の女性が日常衣料の生産を担ったことは、

主に『万葉集』にある歌から説明されています。

代表的なものを出してみると、「麻蒔く吾妹」や、

「麻手刈り干し布さらす東女」、「麻を引き干し妹

なね」、「娘子らが麻笥に垂れたる績麻」というよ

うに、女性による麻糸づくりから布を織るまでの

様子が歌われています。	

	 また、記紀神話では、「男の弓弭の調」、「女の

手末の調」とみえ、「弓弭」は狩猟、「手末」は織

物です。男女それぞれの成果物をささげたという

伝承ですが、性別分業の観念があったことを示し

ています。	

	 税として納める調庸物は、法律上は男性が貢納

するのが建前ですが、実際には女性が担ったとみ

られている。ただし、地方の在地社会でこのこと

を具体的に示す資料が不十分で、厳密な検証が必

要です。	

また、調庸物は長さや幅が令に厳密に規定され、

貨幣として在地で流通していました。貨幣に代わ

るものを織ること、その労働をどう評価するかが

課題です。実は、調と庸では性格が異なり、それ

ぞれを織る技術形態の違いに基づくことを後で

述べます。	

また、調庸物生産は令に規定された長さや幅に

対応できる織機が設置された郡衙の工房や豪族

の居宅での生産、あるいは集落での生産が想定さ

れています。それも考古学による技術の復元形態

から考察する余地があると考えています。	

（２）技術の動態からの読み解き	

	 考古学においては、一般的には性別分業の段階

から、専門技術者の登場によって社会的分業へと

発展する段階が想定されています。技術の変化が

男女の分業の在り方にどのような影響を及ぼす

のかという視点が必要です。	

事例としてよく挙げられるのが土器生産です。

縄文土器や弥生土器など、窯を用いない野焼きの

土器づくりは女性が担い、古墳時代以降の土師器

生産へとつながります。一方で、朝鮮半島から新

たに入ってくる、窯で焼成する須恵器生産は男性

が担ったと考えられています。	

	 文化人類学や民族考古学の調査によれば、アジ

アや東南アジアでは伝統的な機織り、特に腰機を

使って織る技術が女性たちの間で継承されてい

ます。腰機での機織りは、子どものころから長い

時間をかけて体得していく。一方で、新規に導入

された高機など新しい技術で生産される現場に

は、男性が参入するという現状も見られています。
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その要因の一つとして、高機はわりと短期的な訓

練で扱うことができ、女性の仕事領域という慣習

的な観念がないなど指摘されています。	

技術それ自体が長期間にわたって伝習される

ものか、あるいは短期的な訓練で習得されるもの

か。より日常的な生業活動として、あるいは集約

的な生産労働として行われるのか。古代の機織り

の分業生産を考える上でも注意が必要です。	

（３）古代の織機の種類と特徴	

	 古代の織機は３種類あります。１つは弥生時代

から定着している、必要最小限の道具だけで織る

「原始機」（無機台腰機）です。これまで北海道

や樺太のアイヌの腰機を参考に、経糸はまっすぐ

の形で織る方法が復元されていましたが、そうで

はない、腰と足の間に輪の形に経糸を張って織る

方法が復元できるようになりました。	

	 民博の図録（（国立民族学博物館『世界の織機

と織物』）では、「からだ機」と呼ばれ、現在も台

湾や東南アジアで同じような技術があります。織

り進むと、腰に固定していた布送具を外して、ぐ

るりと布を回して挟み直し織っていきます。	

	 これに対して、古墳時代に新しく渡来したのが、

「地機」（有機台腰機）で、枠組み構造をもち天

秤仕掛けがあります。近現代の日本では、主に麻、

あるいは木綿の布を織るのに使われてきました。	

どちらの機も腰を使って経糸を緩ませながら

織っていくことができので、大麻や苧麻などの麻

素材に適しています。ただし、原始機では足を突

っ張って織るので、布の長さは足の長さの２倍程

度に限られますが、地機は経糸を経巻具に巻いて

おくので、一度に 10 メートル以上の長い布を織

ることができます。	

	 そして、３つめが高機です。古墳時代の中期か

ら後期の出土例があり、もとは絹を織る機と見ら

れています。類例が少なく、構造は明らかではな

いですが、布巻具や経巻具が機に固定され、織り

手の体は、より機から解放されます。さらに、文

様を織るための複雑な仕掛けを持つのが空引機

と呼ばれ、中国で発達したものが日本に伝わった

と考えられます。文献資料から、錦や綾を織る機

が、地方の国衙工房に設置されていたことがわか

ります。	

これら３種の織機と素材との関係を見ると、腰

を使って織る原始機と地機は、麻などの繊維、高

機は絹繊維に適しています。織手と体との関係を

見ると、より身体能力を必要とするのは原始機と

地機、あまり必要とされないのが高機です。特に、

腰機は、仕上がりが織手の技能に左右され、技術

の習得にも熟練が必要です。	

２．栃木県甲塚古墳の機織形埴輪にみる古墳時代

後期の布生産	

（１）女性の織手と２種の腰機	

	 栃木県甲塚古墳から出土した機織形埴輪は２

つあります。１つは弥生時代からある伝統的な機、

もう１つが新しい機種の地機になります。甲塚古

墳の人物埴輪は、男性像が並ぶ列と、女性像が並

ぶ列があり。機を織っている人物は女性の列にあ

ります。	

	 その女性の列の真ん中辺りにやや背の高い人

物がいて古墳の被葬者ではないかという考えも

あります。ただし、埋葬施設の状況は不明で、こ

の人物が被葬者という確信が持てない。この古墳

に埋葬された首長一族の女性ということはでき、

隣にこの２つの機織り形埴輪が並んでいる点が

大事です。	

	 原始的な方の機をみると、円筒状の基台の上に、

機織り形がつくられます。人物の上の服の裾の部

分が残り、スカート（下衣）が前にみえます。じ

かに座って足を伸ばしている状態です。織機は、
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二脚台という新しい道具が加わり、これと経送具

が表現されてその上に布と織り具が精巧に、まさ

に織っている状態をかなり忠実に粘土で表現し

ています。また、この人物の左手首に腕飾りの剥

離痕が認められ、女性であることを示すものです。	

	 もう一つ、地機の方をみると、経糸を上げ下げ

する天秤仕掛け、そこから綜絖具をつなぐ棒、経

糸を巻いておく経巻具、そこから経糸が延び、織

っている人の腕が、ちょうど布巻具にまさに届か

んとするところまで延びます。こちらも地機の構

造を忠実に粘土で表わしています。	

	 人物の残りはよく、上衣の裾が傘のように開き、

その下にスカートが付くため、機の台に座って織

っているのが明らかです。髪型も女性特有のもの

です。	

	 この２つの埴輪は、どちらも織り手が女性であ

る点は重要です。アジアでは、近現代まで腰機は

女性が織る事例が多いのですが、それらの事例を

参考に、腰機の技術の系譜、伝達、発展について

見てみます。	

	 まず、最もシンプルなからだ機とも呼ばれるよ

うな腰機は、現在では台湾、東南アジアに分布す

るのに対して、天秤仕掛けの構造を持つ地機は、

現在では日本、韓国、中国西南部からベトナム北

部にかけて見られます。歴史的には、新石器時代

に長江下流域に、シンプルな原始的な機が現れて、

おそらく稲作技術とともにアジアに広まってい

ったと考えられます。	

	 次に地機は、現在の分布地域で原始機に代わっ

て利用されるようになったと思われます。日本で

は、ちょうど埴輪が作られる時期、古墳時代後期

から古代が、原始的な機から地機への移行期です。	

	 これらの技術の伝達は、やはり麻素材との関わ

りが強いのではないかと考えられます。例えば、

台湾ルカイ族による苧麻の紡織工程、日本の「越

後布」（苧麻製）の生産工程をみると、前者はか

らだ機と呼ばれる腰機で、後者は地機で織るとい

う違いがありますが、麻と腰機の文化の基礎はア

ジア沿岸の地域において共通するのではないか

というふうに思います。	

	 麻糸を作る技術もアジアでは女性が伝習して

いることが多く、繊維を手指だけでよりつないで

いきます。撚りつなぎ方にも一定の決まりがあり、

日本の場合は、古代から近現代までほとんど変わ

りません。	

	 糸を指で撚りつなぐのも、腰で機を織るのも子

どものころから経験的に体得していく。これは福

井の勝山市の事例で、麻の糸・布づくりが女性た

ちの間で伝えられてきました。ベトナムの中部の

コホ族の事例では、糸は木綿ですが、腰機で足ま

での長さの布を、母と娘が交代で機織りをしてい

る、幼い子が機織りを見よう見まねで練習してい

る様子です。	

こうした技術の発展性についてですけれども、

腰から足までの間で織られる長さは、例えばこの

写真ですと、足で直接経送具を押す場合は、だい

たい１周 180 センチぐらいあります。足から経送

具を離し、支柱に固定するタイプだともう少し長

く織ることができます。幅の広い織物も織ること

もでき、幅 70 センチぐらいのものも織れます。	

（２）生業活動から生産労働へ	

	 甲塚古墳の機織形埴輪に話を戻すと、この埴輪

は、腰機の機織りが女性の仕事であるという観念

を表わしたものと考えられます。さらには、古墳

の被葬者、あるいは首長一族の女性が、配下にあ

る女性の機織りを生産労働として把握していた

ともとれます。	

	 女性の仕事を女性が管理、監督するという構造

は、律令時代の「刀自（とじ）」と呼ばれるよう

な、組織内の労働をまとめる女性の役割にも近い

ように思われます。	

	 ２つの埴輪に表された織物の素材はわかりま

せんが、腰機が麻の繊維に適していることと、律

令時代の東国では、麻布が現物貨幣として流通し

ていたことから、どちらも麻の布を織っているの

ではないかと考えられます。	

３．律令国家の形成から成立期の織物生産	

（１）調布と庸布における２つの技術系統と性格	

	 この例を踏まえて、律令時代の織物生産の分業

のありかたを見ていきます。「賦役令」の規定で

は調として納める織物は、絹・絁で５丈１尺、布

（麻布）は５丈２尺と、15 メートル以上の長さ

があります。織幅は、絹で 65 センチ、布（麻布）

で 71 センチです。それぞれ、男性１人当たりの

負担量が決められて、納めることになっています。

もう１つ、庸として納める布（麻布）があり、「常」

という単位で、１丈３尺の布をそのまま納めるこ

とになっています。少し細かな話ですが、その後、

「段」という新しい規格がつくられ、規格変更さ

れます。この２つの調と庸という織物は、７世紀

中頃の「大化改新の詔」に、その原形をたどるこ

とができます。１つは田の面積に応じて納める絹

絁、麻布で長さは４丈。もう１つは、戸別の調と
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して納める麻布で、長さは１丈２尺と規定されま

す。４丈という長い織物が律令時代の調の絹・絁

布に系譜がつながり、短い１丈２尺は、庸の麻布

につながると考えられています。	

	 それぞれの技術をみると、長い布を織るには、

地機や高機が必要で、短い布は原始的な機でも織

れるということになります。１丈２尺の麻布の実

態は、布２尋であったと考えられています。尋は、

両手を広げた長さ、身体尺になります。これは輪

状式のからだ機で織った布に相当します。その倍

の長さが１丈２尺、あるいは庸布として納める１

丈３尺の布へとつながっていくわけです。この機

では１尋布しか織れないのですが、足から経送具

を離せば２尋布、庸布の長さの布が織れます。	

	 つまり、調布と庸布では、本来の技術が違った

のではないか。実は、いままで調庸布生産と、ひ

とくくりに議論されてきている傾向にあったの

ですが、別々に捉え直す必要があるだろうと思っ

ています。古墳時代後期のありかたから推測する

と、地域首長が所有するような地機、あるいは高

機による生産物は特産品として中央へ貢進され、

それが調の原形となる。一方で、広く一般の人々

の生活の中で使われていた、からだ機による織物

は、交換財として在地社会のなかで流通し、それ

が個別的な性格を持つ庸布につながるのではな

いかと。	

補足ですが、地機は地域の首長や豪族の活動拠

点で導入され、それが埴輪の造形にも現れます。

７世紀後半から８世紀にかけては、郡の役所が置

かれるような遺跡が多く見られます。例えば徳島

県の観音寺遺跡は「粟国造」の活動拠点で、後に

国府がつくられるところです。ここでは律令時代

に入っても継続して織物生産がなされています。	

（２）律令制税制下の織物生産体制の再検討	

	 一方で、有力な豪族がいない地域で郡を拠点と

した織物生産もみられ、その好例が静岡県浜松市

の伊場遺跡です。ここでは、平織りの織物を織る、

特に地機の部材が出ていて、筬枠には糸擦れの痕

跡があります。調の絹や絁として規定された幅に

近い糸擦れの痕跡が残っています。	

	 正倉院には、この地域から貢納された、調の黄

絁が伝わっています。その糸の織り密度が部材の

糸擦れ痕とも合います。絹の織物は、本来は高機

で織られるのですが、正倉院に伝わる絁には横縞

状の織りむらがあり、地機で織ったと考えられて

います。黄絁には、貢納した人の名前などの墨書

が記されていますが、苅安（カリヤス）で黄色に

染められてから、墨書された点も重要です。	

	 織物をつくるのには、糸をつくる工程と、布を

織る工程に大きく２つに分かれます。伊場遺跡に

関しては、布を織るのに関わるものだけがまとま

って出ています。集落で糸づくり、郡の役所の工

房で布織り・染めという、分業がなされていたと

考えられる事例です。	

	 ただし、ここが郡に付属する、いわゆる官営工

房といえるかどうか、さらに議論が必要です。材

料としての糸の調達、織機の管理に、郡がどのよ

うに関わっていたのか、労働力の確保や技術の伝

達などを指標に考える必要があります。	 伊場遺

跡の場合は、郡衙に近接する工房で地機が設置さ

れ、調として貢納する絹麻布が織られたことは考

古資料から明らかです。特に、布の織幅、品質を

そろえるには、郡の指導の下で行われたのだろう

と考えられます。織り上がったものを染める。実

際に苅安染めのものがありますが、染めの工程も

行われました。一方、麻糸はつくるのに手間暇が

かかります。日常生産の延長上で作られる方が、

生産の効率性もよかったと考えられます。	

こうした体制のなかで、女性の役割を考えてみ

ますと、工房で働く織り手として、腰機である、

からだ機、あるいは地機を使いこなせる女性が選

ばれたのではないか。錦や綾などの絹織物は男性

が技術の教習を受けて織ったわけですが、それに

対して、郡レベルでは女性が活躍したのではない

かと思います。	

	 ただし、問題として、麻布は日常衣料としても

需要があるので、郡の工房だけで生産したのでは

なく、集落など民間での生産を重視するみかたも

あります。それは、やはり調と庸を分けて考える

ことで、すっきり整理できるのではないかと考え

ています。	

	 ここで注目したい資料が３つあります。まず１

つが８世紀の末頃の出挙の「貸付原簿」といわれ
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ている資料で、茨城県の鹿の子Ｃ遺跡で出土した、

漆紙文書（第 174 号）です。３月と５月に稲を貸

し付けて、収穫したものを９月に返納します。稲

を返すのではなくて、段を単位とした布で返済し

ている。しかも、返済しているのは女性です。出

挙の返済にあたって、自分が織った布を、本来は

稲で返すべきところ、布で返したという資料にな

ります。	

	 もう１つは、正倉院伝来の商布です。布の墨書

から「伊豆國那賀郡那珂郷」から、調のカツオの

代わりに納められたことがわかります。ただし、

その墨書とは別に、やや大きめの字で、「和志郷

白髪マ恵我女布」とあり、「恵我女」という女性

名がみえます。「和志郷」は、同じ那賀郡にあっ

た郷と考えられますが、郷から書き出されている

ので、郡かそれ以下の段階で書き込まれました。

そして、「伊豆國」以下は、「和志郷白髪マ恵我女

布」の上に書かれています。この商布は、前から

注目されている資料ですが、先の漆紙文書との関

連からみると、まず、恵我女という女性が出挙の

返済のため、布を郡に差し出す。それが郡の中で

しばらく置かれ、同じ郷内の別の男性の貢納物、

カツオの代わりとして、転用された。郡が貢納物

を調整したことになります。	

この商布は、おそらく恵我女という女性によっ

て織られた可能性があること、女性自身の布の主

体的な管理を示すものといえます。また、商布に

伊豆国の印が押されていますが、これが布の貨幣

保証になります。ただし、「和志郷」以下には国

印がかかっていないので、国家としては誰が布を

つくったのかは重要ではない、ことになります。	

さらに、もう１つ、興味深い資料が伊場遺跡で

出土した布の付札木簡（伊場 40 号木簡）です。

表から裏にかけて、若倭部姓の名前があり、伊場

遺跡周辺の敷智郡衙内に住む人だとみられます。

麻布を意味する、「布」、その長さとして「二丈八

尺」、最後に「縹」と書かれています。２丈８尺

という長さは「段」の規格を持つ、庸布です。縹

は、植物の藍で染めた色になります	

	 この付札は、中央へ庸布として納める布に付け

られていました。ただし、布は、郡で貢納者名な

どが墨書されて送られるので、付札は郡の段階で

不要になって外されたのです。	

さらにこの時点で、縹色に染色がなされている

という点も大事です。つまり、郡のレベルか集落

のレベルでこの布が織られ、しかも染められてい

たことを示す資料です。長屋王家木簡には、平城

京内の長屋王家で染色に携わる女性が米を支給

されたことを示す木簡が出ています。地方の伊場

遺跡周辺で織られた布も、法的には庸として男性

が貢納するということになっているのですけれ

ども、実際には女性が織って染めた可能性がある

のではないか。	

平織りの絹や麻布の生産は、大きく分けると、

調として納める絹絁布と、そして庸布として納め

るような常布、段布があります。前者は郡衙に設

置された工房で、後者の庸布、それから商布とし

て流通する布は集落レベルでの生産が考えられ

ます。その主力は、腰を使って織る腰機、経験的

に体得する技術を伝習してきた女性集団と推測

されます。	

	 これと対比して考えられるのが、高級絹織物の

生産です。綾や錦などの高級絹織物は、国家が直

接管理する国衙工房で、男性が教習を受けて織っ

たことが文献資料から知られています。高機は身

体運動を多くは必要とせず、短期の訓練で習得で

きたこと、新しい技術にジェンダーロールの制約

がなかったことが分業化の要因と考えられます。	

古代エジプトの例でみると、古王国時代は女性

たちが水平機で麻布を織る伝統的な技術を持っ

ていたのに対して、中王国時代になると、垂直機

でつづれ織りを織る男性像が描かれるようにな

ります。それは古代日本における国衙工房での男

性による綾や錦の織成と類似性があるようです。	

最後に、課題として残されるのが、庸布となる

２丈６尺、２丈８尺の布が、どのような腰機で織

ったのかということです。からだ機に改良を加え

たものか、枠組み構造を持つ地機か。この点につ

いてはまだ検討の余地があり、集落でどの程度、

地機が普及したかという点も含めて、今後の課題

にはなっています。	 	
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